
『宣
講
拾
遺
』
1
『
宣
講
集
要
』
を
継
承
し
た
宣
講
書

講
拾
遺
愛
女
嫌
娘
』
u
、
『
五
元
突
墳
㌦
が
あ
る
。

　
本
書

は
『
宣
講
集
要
』
十
五
巻
を
継
承
し
た
宣
講
書
で
あ
り
、

書
の
編
集
の
特
徴
と
そ
の
伝
播
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

本
論
で
は
、
こ
の

　阿
　
部
　
泰
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
旨
）

　
『
宣
講
拾
遺
』
は
『
宣
講
集
要
』
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
清
末
の
説
唱
形
式
の
宣
講
書
で
あ
り
、

全
国
的
に
普
及
し
、
各
地
で
多
く
の
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
宣
講
書
の
特
徴
は
『
宣
講
集

要
』
の
案
証
を
参
考
に
し
な
が
ら
聴
衆
の
要
望
に
応
じ
て
新
し
い
案
証
を
編
纂
し
、
案
証
の
冒

頭

に
主
旨
を
解
説
し
て
わ
か
り
や
す
く
し
、
人
物
の
「
宣
」
を
多
く
挿
入
し
て
読
者
の
感
情
移

入

を
誘
う
と
い
う
工
夫
を
施
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
本
論
文
で
は
『
宣
講
集
要
』
中
か
ら
収
録

し
た
案
証
と
本
書
の
案
証
を
比
較
し
た
り
、
後
世
の
宣
講
書
や
民
間
芸
能
に
継
承
さ
れ
た
本
書

の
案
証
を
調
査
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
が
い
か
に
民
衆
教
化
に
貢
献
し
た
か
を
立

証
す
る
。

　
　
　
　
　
■
　
は
じ
め
に

　
『
宣
講
拾
遺
』
六
巻
は
同
治
十
一
年
（
一
八
七
二
）
に
義
都
（
河
南
准
陽
）
の
荘

破
仙
が
編
纂
し
た
宣
講
書
で
、
後
に
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
刊
本
（
山
東
登
州
）
－
、

光
緒
八
年
刊
本
（
西
安
）
、
、
光
緒
九
年
刊
本
（
河
南
周
口
）
，
、
光
緒
十
年
刊
本
（
安

徽
毫
州
）
、
、
光
緒
十
八
年
刊
本
（
山
東
柳
城
書
業
徳
）
，
、
光
緒
十
九
年
刊
本
（
蘭
州
）
6
、

同
年
刊
本
（
蘇
州
上
海
掃
葉
山
房
江
左
書
林
）
7
、
光
緒
二
十
年
刊
本
（
同
善
堂
）
8
、

光
緒
二
十
四
年
刊
本
（
天
津
）
9
、
な
ど
清
末
か
ら
民
国
に
か
け
て
華
北
地
域
を
中
心

に
全
国
的
に
復
刻
さ
れ
て
普
及
し
た
。
な
お
民
国
年
間
に
編
輯
さ
れ
た
『
宣
講
選
録
』

十
二
巻
（
北
平
、
一
九
三
四
）
n
は
同
じ
内
容
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
単
行
本
に
『
宣

　
　
　
　
　
二
　
編
纂
と
復
刻

　
本
書
巻
首
に
は
『
宣
講
集
要
』
十
五
巻
と
同
様
に
、
「
宣
講
聖
諭
規
則
」
「
欽
定
学

政
全
書
講
約
事
例
」
を
載
せ
る
。
案
証
は
全
四
十
二
篇
で
あ
る
が
、
本
書
の
場
合
、

康
煕
帝
の

『聖
諭
十
六
条
』
で
は
な
く
、
順
治
帝
の
『
聖
諭
六
訓
』
（
明
太
祖
『
六
諭
』
）

に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

第
一
訓
〔
孝
順
父
母
・
〕
1
「
至
孝
成
仏
（
即
楊
一
突
墳
）
」
「
堂
上
活
仏
」
「
愛

　
女
嫌
娘

（
附
積
米
奉
親
）
」
「
還
陽
自
説
（
附
仁
慈
増
寿
）
」
「
逆
倫
急
報
」

第
二
訓
〔
尊
敬
長
上
〕
1
「
賢
孫
孝
祖
」
「
勧
夫
孝
祖
（
附
逆
倫
惨
゜
報
）
」
「
感

　
親
孝
祖
（
附
体
親
養
育
）
」
「
仁
慈
格
天
（
附
売
身
養
老
歌
）
」
「
埋
金
全
兄
」
「
賢

　
女
化
母
」
「
悪
婿
遭
謎
」

第
三
訓
〔
和
睦
郷
里
〕
1
「
忍
譲
睦
都
」
「
排
難
解
紛
」
「
慈
虐
異
報
」
「
盛
徳

　
格
天

（
附
売
身
葬
父
）
」
「
天
眼
難
隔
」
「
縦
虐
前
子
（
附
五
元
突
墳
）
」
「
陰

悪
遭
雷
」

第
四
訓
〔
教
訓
子
孫
〕
ー
「
異
方
教
子
」
「
燕
山
五
桂
」
「
教
子
成
名
」
「
双
受
詰
封
」

　
「
訓
女
良
詞
」
「
阻
善
毒
児
」
「
天
工
巧
報
」

第
五
訓
〔
各
安
生
理
〕
ー
「
思
親
感
神
」
「
勧
聴
宣
講
」
「
惇
婦
伝
法
（
附
冥

　
案
実
録
）
」
「
穀
諺
遭
謎
」
「
因
果
実
録
」
「
南
材
大
夢
」
「
拒
淫
美
報
（
附
戒

　
淫
歌
）
」

釣23《23一

＊
長
江
大
学
講
座
教
授
・
山
口
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科



書購捷鰯襯遊捌騰

第
六
訓
〔
勿
作
非
為
〕
1
「
善
悪
異
報
」
「
改
道
呈
祥
」
「
謀
財
顕
報
」
「
陰
謀
遭
謎
」

「
悔
過
愈
疾
」
「
償
討
分
明
」
「
代
友
完
婚
」
「
勧
盗
帰
正
」
「
双
善
橋
記
」

　
同
治
十
一
年
の
編
者
自
序
に
は
、
『
宣
講
集
要
』
が
民
衆
啓
蒙
に
成
果
を
出
し
た

こ
と
に
感
じ
て
、
そ
の
体
裁
に
な
ら
っ
て
『
宣
講
集
要
』
が
拾
い
遺
し
た
案
証
を
新

た
に
編
集
し
た
こ
と
、
『
宣
講
集
要
』
の
案
証
が
聞
き
慣
れ
て
し
ま
っ
て
新
鮮
さ
が

な
い
の
で
新
し
い
案
証
を
掲
載
し
て
耳
目
を
一
新
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。

嘗
観
教
化
之
書
…
…
近
世
宣
講
者
・
有
『
集
要
』
　
一
書
・
就
十
六
条
之
題
目
・

各
挙
案
証
以
実
之
・
善
足
勧
而
悪
足
懲
・
行
之
数
年
・
人
心
大
有
転
移
之
機
…
…

余
心
焉
慕
之
・
該
又
於
古
今
所
伝
有
関
教
化
之
事
・
択
取
若
干
条
・
倣
『
集
要
』

之
体
・
而
暢
達
其
義
旨
・
顔
日
・
『
拾
遺
』
・
…
…
亦
恐
郷
党
都
里
聞
有
厭
『
集

要
』
之
故
者
・
為
之
一
新
其
聴
聞
焉
・
年
歳
在
壬
申
仲
夏
月
書
　
義
都
杏
林

破
士
敬
録

　
同
年
、
古
頓
（
河
南
）
に
寄
寓
し
た
蒋
岸
登
の
序
に
は
、
冷
徳
馨
な
る
人
物
が
楽

書
堂
荘
破
仙
の
宣
講
書
を
復
刻
す
る
に
際
し
て
序
文
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
、
正
式
の

宣
講
が
学
校
な
ど
の
礼
法
の
厳
し
い
場
所
で
行
わ
れ
て
一
般
庶
民
が
近
づ
け
な
い
の

に
対
し
て
、
本
書
が
場
所
や
時
間
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
誰
で
も
自
由
に
享
受
で
き
る
良

さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。

愚
オ
疎
学
浅
・
不
欄
文
辞
・
適
有
冷
君
号
徳
馨
者
・
曙
言
楽
書
堂
荘
君
破
仙
者
・

手
集
古
人
遺
事
数
款
・
条
切
身
心
・
病
中
世
俗
・
欲
付
棄
梨
・
以
資
宣
講
・
恨

無
序
語
・
嘱
予
為
文
・
以
冠
其
篇
・
…
…
然
所
宣
講
者
・
聖
経
賢
伝
・
詞
尚
文

雅
・
非
愚
夫
愚
婦
所
能
知
・
且
設
宣
講
者
・
家
塾
党
痒
・
地
関
礼
法
・
非
愚
夫

愚
婦
所
得
近
・
局
若
該
之
採
撫
前
事
・
演
作
但
言
・
一
宣
而
人
皆
楽
聞
・
不
講

而

人
亦
必
暁
・
不
拘
乎
地
・
不
択
乎
人
・
不
限
以
時
・
不
滞
以
礼
・
宣
之
而
如

歌
詞

曲
・
講
之
而
如
道
家
常
・
固
較
之
設
学
謹
教
・
尤
便
於
家
喩
而
、
戸
暁
也
・

　
時
同
治
十
一
年
歳
次
壬
申
荷
月
上
・
旬
偶
題
於
古
頓
寄
居
漁
賓
蒋
岸
登
拝
撰

　
光
緒
八
年
（
一
八
八
二
）
、
陳
西
省
成
陽
の
庫
生
B
李
映
斗
の
重
刻
序
に
は
、
因

果
応
報
を
示
す
案
証
が
無
学
の
者
を
啓
蒙
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
述
べ
、
原
板
が
中

州
（
河
南
）
に
あ
っ
て
不
便
で
あ
る
の
で
、
宣
講
に
携
わ
る
姻
戚
の
梁
兆
初
が
提
唱

し
て
復
刻
し
、
同
志
が
印
刷
し
て
流
伝
を
広
め
た
と
い
う
。

報
施
之
説
・
儒
者
不
言
・
因
果
案
証
・
所
以
誘
扱
不
学
之
人
也
・
…
…
余
姻
梁

子
兆

初
・
素
事
宣
講
・
手
携
是
書
・
就
質
於
余
・
…
…
縁
板
存
中
州
・
刷
印
弗

便
・
梁
子
首
侶
損
資
・
男
付
棄
梨
・
…
…
但
印
本
無
多
・
流
伝
未
広
・
嗣
有
同

志
続
絹
印
送
・
原
板
工
資
・
更
不
索
取
分
文
・
則
又
梁
子
菩
与
人
同
之
厚
望
也
・

是

為
序
・
時
光
緒
八
年
五
月
穀
旦
威
邑
康
生
李
映
斗
敬
撰

　
光
緒
二
十
四
年
（
一
八
九
八
）
、
天
津
の
通
真
老
人
序
に
も
、
因
果
応
報
の
書
に

勧
善
効
果
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
某
生
が
時
代
の
難
難
を
憂
え
て
本
書
の
繕
本
を

復
刻
す
る
に
際
し
て
自
分
に
序
を
求
め
た
こ
と
、
本
書
が
歌
謡
形
式
に
よ
っ
て
人
を

感
動
さ
せ
、
無
学
の
者
ば
か
り
で
な
く
識
者
さ
え
も
引
き
つ
け
る
力
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
述
べ
る
。

自
神
聖
救
世
情
般
・
有
因
果
報
応
之
書
出
・
藷
此
改
過
遷
善
者
・
指
不
勝
屈
・

是
善

書
補
王
化
所
不
及
・
聖
教
所
未
周
也
・
有
某
生
日
u
撃
時
報
・
偶
得
『
宣

講
拾
遺
』
繕
本
・
男
付
棄
梨
広
行
於
世
・
奈
無
序
文
・
挽
予
作
以
増
於
後
・
…
…

わ23《24一
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是
書
按
切
当
時
流
弊
・
反
覆
開
陳
・
而
又
　
成
音
律
・
演
作
歌
謡
・
其
言
情
処
・

苦

者
今
人
感
泣
・
楽
者
令
人
鼓
舞
・
微
特
庸
夫
俗
子
明
白
易
暁
・
即
文
人
学
士

亦
欣
然
楽
聴
・
光
緒
二
十
四
年
歳
次
戊
戌
閏
三
月
朔
天
津
通
真
老
人
敬
撰

　
光
緒
二
十
四
年
刊
本
の
末
尾
に
は
ま
た
光
緒
十
年
の
張
雨
田
「
大
興
県
民
衆
善
等

重
刻
」
を
掲
載
し
、
京
師
（
北
京
）
に
お
け
る
復
刻
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

余
戚
張
益
齋
…
…
恨
其
板
不
存
・
京
師
欲
広
其
伝
・
独
力
難
支
・
於
是
商
諸
衆

善
・
広
為
勧
募
・
集
資
翻
刻
・
窃
幸
衆
學
易
挙
・
夙
願
克
償
・
質
問
於
余
・
麦

為
述
其
顛
末
・
附
於
簡
尾
・
時
在
　
光
緒
十
年
歳
次
甲
申
清
和
下
瀞
張
雨
田
氏

謹
書
・

　
ま
た
「
据
資
姓
氏
」
と
し
て
「
西
安
省
経
理
人
」
や
、
陳
西
・
甘
粛
・
山
西
・
京

師
の
信
徒
の
「
掲
書
」
「
敬
送
」
部
数
を
掲
載
し
て
お
り
、
華
北
に
お
け
る
流
行
が

広
範
囲
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
三
　
各
巻
の
案
証

　
上
述
の
ご

と
く
、
本
書
は
因
果
応
報
謳
を
説
唱
形
式
で
述
べ
た
宣
講
書
で
あ
り
、

各
地
で
復
刻
さ
れ
て
全
国
に
普
及
し
た
。
そ
の
構
成
を
見
る
と
、
各
巻
に
は
冒
頭
に

「
聖
諭
六

訓
解
」
を
掲
載
し
、
『
聖
諭
六
訓
』
（
『
六
諭
』
）
に
配
し
て
案
証
を
収
録
し

て

い

る
。
そ
し
て
各
巻
の
案
証
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

第
一
訓
〔
孝
順
父
母
〕
　
「
古
今
順
逆
証
鑑
」
数
案
（
五
篇
）

　
「
至
孝
成
仏
（
即
楊
一
突
墳
）
」
（
宣
七
場
）
i
江
蘇
武
進
、

楊
一
。
親
の
墓
で
泣

い
て

天
か
ら
銀
を
賜
る
。

「堂
上
活
仏
」
（
宣
八
場
）
ー
山
西
太
原
、
楊
鮪
。
母
が
仏
祖
と
教
え
ら
れ
、
母
を
買
っ

て

奉
養
す
る
。

「愛
女
嫌
嬉
（
附
積
米
奉
親
）
」
（
宣
＋
一
場
）
1
西
漢
、
四
川
、
姜
詩
の
母
陳
氏
。

邸
姑
の
議
言
を
聴
い
て
子
姜
詩
の
妻
寵
三
春
が
呪
誼
し
て
い
る
と
信
じ
、
二
人

を
離
縁
さ
せ
る
。
孫
の
安
安
は
母
に
米
を
送
る
。

「
還
陽
自
説
（
附
仁
慈
増
寿
）
」
（
宣
＋
場
）
1
清
道
光
年
、
湖
広
黄
梅
県
、
周
士
純

の
子
呆
児
の
妻
姜
氏
。
悪
妻
で
、
夫
に
姑
李
氏
と
小
姑
蘭
香
を
議
言
し
た
た
め
、

蘭
香
は
経
死
し
、
士
純
夫
婦
は
乞
食
を
す
る
。
冥
界
で
拷
問
を
受
け
た
後
、
腹

を
割
い
て
死
ぬ
。

「
逆
倫
急
報
」
（
官
二
場
）
1
成
豊
年
、
京
山
県
、
白
克
振
。
突
然
、
不
孝
不
弟

の

罪
を
告
白
し
、
霊
魂
は
妻
に
愚
依
し
て
世
人
に
訓
戒
す
る
。

第
二
訓
〔
尊
敬
長
上
〕
　
「
古
今
順
逆
証
鑑
」
数
案
（
七
篇
）

　
「
賢
孫
孝
祖
」
（
宣
五
場
）
1
西
蜀
剣
州
、
陳
清
華
の
祖
母
。
嫁
周
氏
が
再
婚
し

　

よ
う
と
清
華
の
殺
害
を
企
て
た
た
め
追
放
し
て
自
分
で
育
て
る
。
清
華
は
内
閣

　
学
士
の
職
を
授
か
り
、
祖
父
母
を
孝
養
す
る
。
周
氏
は
再
婚
を
後
悔
し
て
経
死

　
す
る
。

　
「
勧
夫
孝
祖
（
附
逆
倫
惨
報
）
」
（
宣
四
場
）
1
重
慶
府
、
郭
丙
南
の
妻
買
桂
英
。
丙

　
南
の
遊
蕩
を
戒
め
る
が
、
丙
南
は
悪
友
李
心
華
に
唆
さ
れ
て
祖
母
の
殺
害
を
企

　
て

た
た
め
火
傷
を
受
け
、
罪
を
告
白
し
て
死
ぬ
。

　
「
感
親
孝
祖
（
附
体
親
養
育
）
」
（
宣
五
場
）
1
枝
江
県
、
趙
本
固
の
孫
貴
安
。
親
松

　
華
が
祖
父
母
を
山
小
屋
に
移
し
た
た
め
諌
め
、
祖
父
母
を
山
に
送
っ
た
車
を
捨

　
て

な
い
で
お
く
と
言
っ
て
反
省
さ
せ
る
。

　
「
仁
慈
格
天
（
附
売
身
養
老
歌
）
」
（
宣
＋
二
場
）
1
河
南
、
楊
万
里
。
妻
朱
氏
が
妾
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を
嬰
る
よ
う
説
得
す
る
が
聞
か
ず
、
泌
県
の
王
好
謙
の
三
男
の
嫁
羅
愛
廉
が
楊

家
に
身
を
売
る
と
、
養
女
と
し
て
好
謙
の
三
男
と
結
婚
さ
せ
る
。
朱
氏
は
高
齢

で
懐
妊
す
る
。

「
埋
金
全
兄
」
（
宣
一
二
場
）
1
吉
安
府
、
趙
雲
香
。
兄
雲
彦
が
悪
に
染
ま
り
、
母

が
分
け
た
財
産
も
蕩
尽
す
る
と
、
反
省
す
る
の
を
見
て
救
い
の
手
を
延
べ
る
。

「賢
女
化
母
」
（
宣
五
場
）
1
宋
時
、
湖
広
、
鄭
廷
林
の
娘
瑞
瑛
。
母
余
氏
が
前

妻
の
子
春
元
を
虐
待
す
る
が
か
ば
い
、
余
氏
が
春
元
の
妻
荊
氏
を
虐
待
す
る
と
、

嫁
い
で
同
じ
目
に
遭
い
た
く
な
い
の
で
死
ぬ
と
言
っ
て
母
を
諌
め
る
。

「
悪
婿
遭
謎
」
（
宣
五
場
）
1
西
安
府
、
陸
振
徳
の
一
女
桂
蘭
の
婿
高
青
彪
。
振

徳
が
養
子

を
取
る
こ
と
を
阻
止
し
、
振
徳
の
家
産
を
継
承
す
る
と
振
徳
夫
婦
を

追
い
出
し
、
桂
蘭
は
餓
死
す
る
。
振
徳
夫
婦
は
甥
純
孝
に
救
わ
れ
、
青
彪
は
出

火
で
焼
死
す
る
。

「
王
公
孝
友
」
（
宣
＋
場
）
1
巴
州
、
王
賢
書
の
子
換
章
。
兄
燦
章
の
殺
害
を
謀

る
母
を
説
得
す
る
。

第
三
訓
〔
和
睦
郷
里
〕
　
「
古
今
順
逆
証
鑑
」
数
案
（
七
篇
）

　
「
忍
譲
睦
鄭
」
（
官
三
場
）
1
昔
、
箭
州
府
、
何
大
栄
。
劉
成
華
に
山
の
柏
樹
を

　
伐
ら
れ
た
た
め
次
子
昌
堂
が
罵
る
が
、
娩
曲
に
話
し
て
成
華
に
柏
樹
を
返
さ
せ

　

る
。
成
華
は
後
に
趙
平
山
の
栗
樹
を
奪
っ
て
訴
訟
を
起
こ
し
、
二
家
は
債
務
返

　
済
の
た
め
土
地
を
大
栄
に
売
却
す
る
。

　
「
排
難
解
紛
」
（
宣
七
場
）
ー
武
昌
府
、
沈
万
言
。
李
茂
林
・
華
林
兄
弟
を
和
解
さ
せ
、

　
妻
顔
氏

は
兄
弟
の
嫁
を
和
解
さ
せ
る
。
万
言
は
殺
生
、
忍
耐
、
慈
愛
を
勧
め
る
。

　
「
慈
虐
異
報
」
（
宣
六
場
）
1
陳
西
。
秦
潤
福
の
後
妻
柴
氏
は
前
妻
胡
氏
の
子
克

　
礼
を
慈
し
み
、
李
大
発
の
後
妻
金
氏
は
前
妻
の
娘
桂
香
を
虐
待
す
る
。
金
氏
の

　
子
丁
混
が
克
礼
を
侮
辱
し
た
た
め
克
礼
が
丁
混
を
殺
す
と
、
柴
氏
は
弟
克
譲
に

兄
の
身
代
わ
り
を
命
じ
る
が
、
県
令
は
柴
氏
を
表
彰
し
て
桂
香
を
克
礼
に
嫁
が

せ
る
。
金
氏
は
乞
食
を
し
て
餓
死
す
る
。

「
盛
徳
格
天
（
附
売
身
葬
父
）
」
（
宣
七
場
）
1
宋
真
宗
時
、
洛
陽
、
劉
元
普
。
李
克

譲
の
無
字
の
手
紙
を
見
て
妻
子
を
保
護
し
、
斐
安
卿
の
娘
蘭
が
安
卿
の
葬
儀
を

す
る
た
め
身
を
売
る
と
養
女
と
し
て
克
譲
の
子
春
郎
に
嫁
が
せ
る
。

「
天
眼
難
購
」
（
宣
六
場
）
1
昔
、
漸
江
、
郷
子
サ
。
偽
善
者
で
、
張
士
信
の
子

振
邦
を
賭
博
に
誘
い
、
士
信
の
居
所
の
半
分
を
奪
う
。
子
サ
は
祖
師
に
罪
を
告

白
す
る
が
、
後
悔
す
で
に
遅
く
、
家
は
火
災
に
遭
っ
て
焼
死
す
る
。
振
邦
は
官

職
を
得
て
帰
郷
し
、
一
家
は
幸
福
に
過
ご
す
。

「
縦
虐
前
子
（
附
五
元
実
墳
）
」
（
宣
六
場
）
i
昔
、
張
開
の
後
妻
李
氏
。
先
妻
の
五

子
を
虐
待
す
る
。
五
子
が
母
の
墓
の
前
で
泣
く
と
、
夢
に
母
が
白
巾
を
父
に
見

せ
よ
と
告
げ
る
。
父
は
官
に
訴
え
、
李
氏
は
嶺
南
に
流
刑
と
な
り
、
途
中
で
病

死
す
る
。

「
陰
悪
遭
雷
」
（
宣
三
場
）
ー
成
豊
年
、
湖
北
裏
郡
、
何
世
昌
。
偽
善
者
で
、
家

畜
を
人
の
畑
に
放
っ
て
養
い
、
高
先
生
の
諌
め
を
聞
か
ず
、
一
家
は
疫
病
で
死

ぬ
。
雷
に
撃
た
れ
て
罪
を
告
白
す
る
が
、
廃
人
に
な
っ
て
自
殺
す
る
。

第
四
訓
〔
教
訓
子
孫
〕
　
「
古
人
証
鑑
」
数
案
（
七
篇
）

　
「
異
方
教
子
」
（
宣
五
場
）
1
山
西
。
黄
徳
輔
の
妻
顧
氏
は
一
子
宝
善
を
厳
し
く

　
教
育
す
る
。
王
光
瑠
の
後
妻
馬
氏
は
一
子
宝
珠
を
溺
愛
し
た
た
め
、
宝
珠
が
張

　
東
魯
の
子
と
喧
嘩
す
る
と
、
裁
判
に
大
金
を
浪
費
し
、
宝
珠
は
遊
蕩
し
て
罪
人

　
と
な
り
、
父
の
溺
愛
を
恨
む
。

　
「
燕
山
五
桂
」
（
宣
四
場
）
1
五
代
晋
時
、
實
禺
鉤
。
非
道
で
亡
父
か
ら
警
告
を

　
受
け
た
た
め
、
黄
疏
（
俄
悔
文
）
を
上
帝
に
送
っ
て
善
行
に
努
め
る
と
、
玉
皇

　

は
禺
鉤
に
五
子
を
授
け
、
五
子
は
後
に
国
家
の
棟
梁
と
な
る
。
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「
教
子
成
名
」
（
宣
四
場
）
1
本
朝
湖
広
武
陵
県
、
陳
尚
志
の
妻
周
氏
。
尚
志
の
死
後
、

子
書
章
と
娘
玉
蘭
を
教
育
す
る
。
玉
蘭
は
向
世
昌
に
嫁
ぎ
、
長
兄
世
富
の
妻
包

氏
と
次
兄
世
貴
の
妻
李
氏
の
不
仲
を
解
消
す
る
。
書
章
は
郷
試
の
時
、
遊
女
を

避
け
、
後
に
翰
林
を
授
か
る
。

「
双
受
詰
封
」
（
宣
四
場
）
1
山
東
歴
城
県
、
挙
人
馬
存
義
。
妻
王
氏
は
嫉
妬
深
く
、

妾
莫
氏
は
化
粧
を
好
　
む
。
存
義
が
病
死
し
た
と
誤
報
が
入
る
と
、
王
氏
と
莫

氏

は
再
婚
し
、
妾
碧
蓮
が
長
子
焉
雄
を
教
育
す
る
。
父
子
は
科
挙
に
及
第
し
、

碧
蓮
は
双
方
の
諾
封
を
受
け
る
。
婚

「
訓
女
良
詞
」
（
宣
八
場
）
1
終
南
山
、
田
氏
夫
人
。
娘
玉
英
に
三
従
四
徳
・
七
出
・

八
則
十
不
可
・
三
綱
五
倫
を
講
じ
る
。

「
阻
善
毒
児
」
（
宣
四
場
）
1
漸
江
嘉
興
県
、
金
鐘
。
吝
立
回
で
、
妻
単
氏
が
慈
善
を
行
っ

て

二
子
保
福
・
保
善
を
授
か
る
が
、
老
僧
の
毒
殺
を
謀
っ
た
た
め
二
子
を
亡
く

す
。「

天
工
巧
報
」
（
官
西
場
）
1
江
南
常
州
府
無
錫
県
、
呂
宝
と
そ
の
妻
楊
氏
。
怠
惰
で
、

兄
呂
玉
の
子
喜
娃
を
売
る
。
呂
玉
は
子
を
捜
し
、
陳
朝
奉
の
金
を
拾
っ
て
喜
娃

と
再
会
し
、
陳
家
の
娘
を
嫁
に
迎
え
る
。

第
五
訓
〔
各
安
生
理
〕
　
「
古
今
順
逆
証
鑑
」
数
案
（
七
篇
）

　
「
思
親
感
神
」
（
宣
五
場
）
ー
明
嘉
靖
時
、
定
海
県
、
孟
継
祥
。
広
東
へ
商
売
に

　
出
る
と
、
頼
食
猴
が
継
祥
の
妻
李
氏
に
再
婚
を
迫
る
が
、
関
帝
が
継
祥
を
定
海

　
へ
送
る
。

　
「
勧
聴
宣
講
」
（
非
故
事
）

　
「
桿
婦
伝
法
（
附
冥
案
実
録
）
」
（
宣
六
場
）
1
漸
江
温
州
府
永
慶
県
、
程
継
業
。
長

　
子
永
誠
の
妻
崔
氏
は
悪
逆
で
、
三
子
永
剛
の
妻
曹
氏
は
姑
を
制
圧
す
る
方
便
を

　
崔
氏
に

伝
授
す
る
。
次
子
永
貴
の
妻
陳
氏
は
応
報
が
あ
る
と
言
っ
て
諌
め
る
が

聞
か
ず
、
二
婦
は
冥
界
で
罰
を
受
け
る
。

「
殿
誘
遭
謎
」
（
宣
詞
の
み
）
1
癸
卯
年
、
定
遠
県
、
古
順
富
。
聖
諭
を
誹
諺
し

て
失
明
す
る
が
、
反
省
し
て
甲
辰
年
に
快
復
す
る
。

「
因
果
実
録
」
（
宣
四
場
）
1
順
治
戊
戌
年
、
湖
広
孝
感
県
、
林
嗣
麟
。
肉
屋
の

凌
士
奇
と
間
違
え
ら
れ
て
冥
界
に
連
行
さ
れ
、
冥
王
の
裁
判
を
見
た
後
に
蘇
生

す
る
。

「
南
何
大
夢
」
（
宣
七
場
）
沈
永
彪
鍋
。
1
昔
明
景
泰
年
、
金
華
山
、
済
肖
唐
。

隠
士
で
、
韓
慶
雲
に
隠
遁
を
勧
め
、
大
梶
安
国
南
何
郡
へ
遊
ば
せ
、
冥
界
で
審

判
を
受
け
さ
せ
る
。

「
拒
淫
美
報
（
附
種
子
良
法
）
」
（
宣
四
場
）
1
江
西
南
昌
府
、
張
万
誠
。
妻
は
多
子

の

呂
培
徳
に
妾
と
交
わ
る
よ
う
求
め
る
が
、
培
徳
は
万
誠
に
善
行
を
勧
め
て
子

を
授
け
さ
せ
る
。

＊
補
刊
「
立
身
処
世
格
言
警
戒
自
己
勧
化
人
」
1
陳
西
省
西
安
府
成
寧
県
、
梁

世
瑞
・
世
珍
重
刻
。

第
六
訓
〔
勿
作
非
為
〕
　
「
古
今
順
逆
証
鑑
」
数
案
（
九
篇
）

　
「
善
悪
異
報
」
（
宣
四
場
）
i
湖
南
長
徳
府
節
、
盗
賊
孫
浩
然
。
家
に
残
さ
れ
た

　
親
に
子
か
ら
と
言
っ
て
金
を
恵
む
。
監
生
趙
華
光
は
善
行
で
子
を
授
か
る
が
、

　
後
に
訴
訟
を
唆
し
て
子
も
堕
落
し
た
た
め
、
訴
訟
を
戒
め
る
。

　
「
改
道
呈
祥
」
（
宣
七
場
）
ー
昔
、
揚
州
、
周
鮮
泰
。
よ
く
人
に
迎
合
し
た
た
め
、

　
吃
逆
を
病
ん
で
死
に
、
子
徳
隆
の
二
子
も
死
ぬ
。
徳
隆
は
冥
界
の
裁
判
を
見
て

　
反
省
し
、
善
行
に
努
め
る
。

　
「
謀
財
顕
報
」
（
官
西
場
）
ー
江
西
南
昌
府
、
張
宏
烈
。
吝
音
で
、
傭
人
王
苦
児

　
の
金
を
だ
ま
し
取
っ
た
た
め
、
苦
児
は
母
の
墓
前
で
泣
い
て
総
死
し
、
宏
烈
は

　
反
省
せ
ず
死
ぬ
。
子
張
蓋
は
「
往
生
神
呪
」
を
苦
児
の
た
め
に
焼
く
。
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「陰
謀
遭
謎
」
（
宣
四
場
）
1
湖
北
京
山
県
、
谷
秀
生
の
妻
貢
氏
。
兄
秀
実
の
死
後
、

秀
生
を
唆
し
て
秀
実
の
子
保
寿
を
溺
死
さ
せ
、
捜
張
氏
と
下
僕
劉
興
の
姦
通
を

偽
装
し
て
劉
興
を
殴
殺
し
、
張
氏
を
組
死
さ
せ
た
た
め
、
亡
霊
に
取
り
愚
か
れ

て

死
ぬ
。

「
悔
過
愈
疾
」
（
宣
七
場
）
1
四
川
重
慶
府
広
安
県
、
厳
天
郎
の
妻
邪
秀
姑
。
わ

が
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
大
病
を
患
っ
て
初
め
て
反
省
し
、
竈
神
に
俄
悔
し
て
病

気
が
快
癒
す
る
。

「
償
討
分
明
」
（
宣
四
場
）
1
晋
州
古
城
県
、
張
善
友
の
妻
李
氏
。
吝
薔
で
、
趙

廷
玉
の
母
の
葬
儀
の
銀
五
十
両
を
盗
ま
れ
た
た
め
、
善
友
が
五
台
山
の
僧
か
ら

預
か

っ

た
銀
百
両
を
着
服
す
る
が
、
二
子
乞
僧
・
福
僧
が
家
産
を
蕩
尽
し
、
地

獄
に
連
行
さ
れ
る
。

「代
友
完
婚
」
（
宣
五
場
）
1
昔
、
天
津
、
丁
開
朗
。
貧
乏
で
沈
家
に
絶
縁
さ
れ
る
と
、

成
大
美
が
銭
家
に
求
婚
し
、
婚
礼
の
夜
に
丁
生
を
花
嫁
と
過
ご
さ
せ
る
。

「勧
盗
帰
正
」
（
宣
二
場
）
1
漢
、
陳
実
。
梁
上
の
盗
賊
の
た
め
に
衰
了
凡
の
「
貧

富
利
迷
歌
」
を
聞
か
せ
て
改
心
さ
せ
る
。

「
双

善
橋
記
」
（
宣
三
場
）
1
明
、
蜀
川
、
朱
埼
。
老
人
か
ら
石
音
夫
の
功
過

記
η
を
教
え
ら
れ
、
王
員
外
と
と
も
に
石
橋
を
修
築
す
る
が
、
建
設
中
に
目
と

足
を
負
傷
し
、
竣
工
す
る
と
雷
に
撃
た
れ
て
死
ぬ
。
朱
埼
は
こ
う
し
た
試
練
を

経
て
太
子
に
転
生
す
る
。

　
　
　
　
　
四
案
証
の
継
承

　
前
述
の
よ
う
に
、
本
書
の
序
文
に
は
『
宣
講
集
要
』
収
録
の
案
証
が
す
で
に
古
く

な
り
、
新
し
い
案
証
を
必
要
と
し
た
と
言
う
が
、
本
書
に
は
『
宣
講
集
要
』
中
の
案

証
も
以
下
の
よ
う
に
七
篇
を
収
録
し
て
い
る
。

第
一
訓

　
「
至
孝
成
仏
」
（
即
「
楊
一
突
墳
」
）
1
『
宣
講
集
要
』

　
「
堂
上
活
仏
」
1
『
宣
講
集
要
』
巻
二
「
堂
上
活
仏
」

　
「
愛
女
嫌
娘
」
（
附
「
積
米
奉
親
」
）
1
『
宣
講
集
要
』

第
二
訓

　
「
埋
金
全
兄
」
1
『
宣
講
集
要
』
巻
六
「
雲
雷
埋
金
」

第
三
訓

　
「
忍
譲
睦
郊
」
1
『
宣
講
集
要
』
巻
八
「
忍
譲
睦
都
」

第
六
訓

　
「
勧
盗
帰
正
」
1
『
宣
講
集
要
』
巻
十
一
「
勧
盗
賊
」

　
「
双
善
橋
記
」
1
『
宣
講
集
要
』
巻
十
一
「
双
善
橋
」

巻
一
「
楊
一
突
墳
」

巻

二

「積
米
奉
親
」

　
た
だ
元
来
の
案
証
を
そ
の
ま
ま
講
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
篇
は
冒
頭
に
主

旨
を
わ
か
り
や
す
く
述
べ
た
り
、
人
物
の
宣
の
場
面
を
増
や
し
た
り
し
て
改
新
し
て

い
る
。

1
．
第
一
訓
「
至
孝
成
仏
」

　
「
即
ち
楊
一
突
墳
」
と
注
記
す
る
よ
う
に
、
『
宣
講
集
要
』
巻
一
「
楊
一
実
墳
」
を

改
名
し
た
案
証
で
あ
る
。
『
宣
講
集
要
』
「
楊
一
実
墳
」
で
は
、
「
聖
諭
六
訓
解
」
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
形
態
を
取
り
な
が
ら
、
貧
家
の
父
母
が
苦
労
し
て
子

供
を
育
て
な
が
ら
子
供
が
父
母
の
苦
労
を
理
解
し
な
い
と
説
き
始
め
る
。

聖

諭
説
・
「
養
父
母
的
身
・
随
祢
的
力
量
・
儘
祢
的
家
私
・
飢
則
奉
食
・
寒
則

奉
衣
・
」
這
是
為
貧
窮
人
説
的
冴
・
貧
窮
的
父
母
・
撫
養
児
女
・
更
費
辛
勤
・

3－23《28一



嬬姻ヨ加45餅伍10㎜加

貧
窮
的
児
女
・
看
待
父
母
・
多
不
般
勤
・
皆
因
見
識
不
到
・
…
…

　
こ
れ
に
対
し
て
『
宣
講
拾
遺
』
「
至
孝
成
仏
」
で
は
、
「
聖
諭
六
訓
解
」
を
離
れ
て
、

単
刀
直
入
に
、
人
生
で
親
孝
行
ほ
ど
大
事
な
も
の
は
な
い
と
説
き
始
め
る
。

人
生

莫
重
於
敦
倫
・
敦
倫
莫
先
於
尽
孝
・
蓋
父
母
之
恩
・
昊
天
岡
極
・
撮
髪
難

数

。
即
燭
力
尽
心
・
難
報
於
万
一
。
…
…

　
「
宣
」
は
教
訓
や
人
物
の
感
情
を
表
現
す
る
歌
詞
で
あ
り
、
「
楊
一
契
墳
」
で
は
、

①
楊
一
が
父
母
に
酒
食
を
勧
め
て
歌
う
「
勧
親
歌
」
、
②
楊
一
が
父
親
の
死
を
悲
し

む
言
葉
、
③
楊
一
が
母
の
死
を
悲
し
む
言
葉
、
④
楊
一
が
父
母
の
墓
前
で
泣
く
言
葉
、

⑤
楊
一
が
父
母
の
恩
に
感
謝
す
る
言
葉
、
⑥
楊
一
が
父
母
の
死
後
に
天
が
銀
一
穴
を

賜
っ
て
も
悲
し
む
言
葉
を
述
べ
て
い
る
。

「楊
一
突
墳
」

①
「
勧
親
歌
」
三
首
（
楊
一
）

②
「
突
声
爺
帰
陰
府
涙
湿
衣
襟
」
（
楊
一
）

③
「
適
鏡
間
父
親
死
大
突
一
陣
」
（
楊
一
）

④
「
不
肖
児
守
墳
台
珠
涙
浪
渡
」
（
楊
一
）

⑤
「
父
母
恩
深
似
海
説
之
不
尽
」
（
楊
一
）

⑥
「
老
天
爺
有
福
禄
何
不
早
降
」
（
楊
一
）

「
至
孝
成
仏
」

①
「
勧
親
歌
」
三
首
（
楊
一
）

②
「
我
適
綾
在
病
床
昏
沈
閉
眼
」
（
父
）

③
「
見
夢
蓼
丸
己
絶
呼
之
不
応
」
（
楊
一
）

④
「
適
綾
間
父
瞑
目
大
突
一
陣
」
（
楊
一
）

⑤
「
不
肖
児
守
墳
台
珠
涙
渡
渡
」
（
楊
一
）

⑥
「
老
天
爺
有
福
禄
何
不
早
隆
」
（
楊
一
）

⑦
「
貧
楊
一
脆
流
平
不
禁
涙
淋
」
（
楊
一
）

　

こ
れ
に
対
し
て
「
至
孝
成
仏
」
で
は
、
さ
ら
に
途
中
の
散
文
の
叙
述
（
傍
線
部
）

を
歌
詞
（
波
線
部
）
に
変
え
て
、
②
父
親
が
楊
一
の
苦
労
を
除
く
た
め
に
早
く
死
の

う
と
考
え
る
言
葉
や
、
⑤
楊
一
が
飢
餓
に
苦
し
む
父
母
を
悲
し
む
言
葉
、
⑦
楊
一
が

貧
乏
人
に
孝
行
を
説
く
言
葉
を
「
宣
」
で
表
現
し
て
い
る
。

「
楊
一
突
墳
」

時
鏡
我
眼
晴
微
閉
二
位
童
子
・
他
説
要
把
我
二
老
妾
去
・
我
也
惟

’
早
死
・
莫

把
我
児
長
長
牽
掛
住
呵
。
…
…
」
　
…
…
「
不
肖
　
守
墳
台
珠
涙
浪
渡
。
…
…

親
養
児
受
過
了
万
苦
千
辛
・
」
想
那
年
十
二
月
・
下
大
雪
三
天
・
冷
凍
透
骨
・

只

剰
得
両
湯
碗
米
・
母
・
親
与
児
毎
・
頓
煮
点
粥
飯
・
尽
全
・
児
呑
・
可
憐
我
一
双
爺

娘
・
毎
・
頓
吃
的
是
菜
糞
合
開
水
・
過
那
三
日
・
好
不
凄
涼
泥
・
「
父
母
恩
深
似

海
説
之

不
尽
。
…
…
志
教
我
不
傷
心
大
放
悲
声
・
」
左
右
都
人
見
楊
一
突
得

恨
・
…
…
楊
一
将
銀
銭
月
於
貧
乏
之
家
・
説
徐
個
有
父
母
的
・
及
時
供
養
・
莫

学
我
後
悔
無
及
也
・

「
至
孝
成
仏
」

「
我
適
綾
在
病
床
昏
沈
閉
眼
。
有
二
位
青
衣
童
到
我
面
前
。
他
説
我
与
休
母
・
陽

寿
近
限
・
要
接
我
老
夫
婦
同
登
西
沃
観
徽
我
及
早
死
心
中
惟
願
・
池
h
晩
」
碍
窮

命
児
辛
苦
顛
連
・
…
…
」
　
「
想
那
年
残
冬
時
年
荒
飢
　
・
父
勾
母
背
起
児
乞
討

郷

都
。
身
無
衣
風
透
骨
∵
寒
冷
難
忍
。
真
可
憐
天
降
下
大
雪
堆
門
。
家
僅
存
碗
半

米
遭
此
苦
困
・
毎
・
一
頓
煮
一
・
尽
与
児
呑
・
憐
夢
娘
只
、
的
腹
鳴
腸
浪
・
三
天

整
一
穎
米
未
曽
粘
唇
・
想
此
等
海
深
恩
何
日
報
尽
・
…
…
即
転
生
難
忘
我
父
母

之

恩
・
」
楊
一
在
此
墳
前
日
夜
働
突
・
…
…
「
貧
楊
一
脆
流
平
不
禁
涙
淋
・
尊

　
　
　
　
　
　
　
我
云
・
不
可
説
貧
窮
人
不
当
孝
順
・
想
窮
人
盤
養
児
更
費
苦

辛
。
…
…

ち
な
み
に
『
宣
講
彙
編
』
巻
一
「
楊
一
実
墳
」
は
、
『
宣
講
集
要
』
と
同
じ
叙
述
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爺儲鰹翻騰一網儲
で
あ
り
、
冒
頭
に
聖
諭
に
則
し
た
解
説
を
載
せ
る
。

聖

諭
説
・
「
養
父
母
身
・
随
休
力
量
・
侭
休
家
私
。
…
…
」
這
是
為
貧
窮
人
説

的
冴
・
貧
窮
的
父
母
撫
養
児
女
・
更
費
辛
勤
・
貧
窮
的
児
女
看
待
父
母
・
多
不

愚
慈
・

2
。
「
堂
上
活
仏
」

　
『
宣
講
集
要
』
巻
二
「
堂
上
活
仏
」
を
改
編
し
た
案
証
で
あ
り
、
冒
頭
に
父
母
に

孝
行
を
尽
く
す
こ
と
は
神
仏
に
参
拝
す
る
よ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

諺
有
之
日
・
「
在
家
孝
父
母
・
・
勝
似
遠
焼
香
。
」
嘆
今
世
之
愚
夫
・
ロ
バ
知
南
北

朝
山
・
不
知
家
有
父
母
・
就
是
活
仏
二
尊
・
若
不
誠
心
孝
敬
・
即
歩
山
渉
水
・

到
処
朝
拝
・
有
何
益
哉
・
今
挙
一
案
・
以
作
証
明
・
山
西
太
原
府
・
一
人
名
楊

舗
・
…
…

3
．
「
愛
女
嫌
娘
」

　
「
附
積
米
奉
親
」
と
注
記
す
る
よ
う
に
、
『
宣
講
集
要
』
巻
十
「
積
米
奉
親
」
を
改

編

し
た
案
証
で
あ
り
、
案
証
に
入
る
前
に
、
娘
を
溺
愛
し
嫁
を
嫌
悪
す
る
こ
と
は
愚

行
で
あ
る
と
説
く
。

諺
有
之
日
・
「
世
間
有
四
痴
・
」
何
謂
四
痴
・
愛
女
嫌
娘
・
一
也
・
不
敬
師

範
・
二
也
・
不
勤
耕
種
・
三
也
・
疎
親
近
友
・
四
也
・
…
…
吾
今
専
把
第
一
痴

講
来
・
諸
位
請
聴
・

ま
た
各
所
で
人
物
の
言
葉
を
「
宣
」
に
よ
っ
て
表
現
し
、
劇
的
な
効
果
を
出
し
て

い
る
。

姜
文
進
が
臨
終
に
際
し
て
妻
陳
氏
に
対
し
て
嫁
・
鷹
三
春
を
可
愛
が
る
よ
う
に

訓
戒
す
る
・

文
進
が

媛
を
尊
重
し
な
い
邸
姑
を
訓
戒
す
る
。

文
進
が

姜
詩
と
三
春
に
対
し
て
辛
抱
す
る
よ
う
励
ま
す
・

邸

姑
が

陳
氏
に
対
し
て
・
三
春
が
陳
氏
を
呪
証
し
て
い
る
読
言
す
る
・

陳
氏
が
姜
詩
に
対
し
て
・
自
分
を
呪
証
す
る
三
春
を
処
置
す
る
よ
う
叱
る
・

陳
氏
が
姜
詩
に
対
し
て
・
三
春
が
水
桶
に
毒
を
入
れ
た
と
証
告
す
る
・

三

春
が
姜
詩
に
対
し
て
冤
罪
を
訴
え
・
安
安
を
残
し
て
去
る
こ
と
を
悲
し

む
。三

春
が
家
を
出
て
途
方
に
暮
れ
る
・

陳
氏
が
死
を
装
っ
て
郭
姑
を
呼
ぶ
が
・
邸
姑
が
非
情
な
の
で
罵
る
・

陳
氏
が
帰
宅
し
た
三
春
に
罪
を
わ
び
る
・

4
．
第
二
訓
「
埋
金
全
兄
」

　
『
宣
講
集
要
』
巻
六
「
雲
香
埋
金
」
を
改
編
し
た
案
証
で
あ
る
。
冒
頭
に
兄
弟
は

手
足
の
よ
う
に
重
要
だ
と
説
き
、
弟
が
堕
落
し
た
兄
を
更
生
さ
せ
る
主
旨
を
述
べ
る
。

古
云
・
「
兄
弟
猶
手
足
・
妻
子
恰
似
衣
裳
・
」
衣
裳
既
敵
・
猶
可
更
換
・
手
足

若

折
・
無
可
復
得
。
…
…
既
為
兄
弟
・
…
…
過
失
相
勧
化
・
…
…

5
．
第
三
訓
「
忍
譲
睦
鄭
」

　
『
宣
講
集
要
』
巻
八
「
忍
譲
睦
鄭
」
を
改
編
し
た
案
証
で
あ
る
。

謙
譲
に
よ
っ
て
近
所
と
和
睦
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
説
く
。

冒
頭
に
忍
耐
・

D23《30一



㎞磁　加廊㌶伍り副㎝
～

心
存
忍
譲
・
郷
都
無
不
睦
臭
・
夫
郷
都
・
貴
乎
睦
也
・
若
能
忍
能
譲
・
郷
都
山
豆

有
不
睦
也
哉
・
今
挙
一
案
・
忍
譲
睦
都
・
而
受
福
栄
者
言
之
・

　
ま
た
案
証
中
に
、
①
何
大
栄
が
三
子
に
忍
耐
の
尊
さ
を
説
く
言
葉
、

境
界
を
侵
し
た
劉
成
華
を
罵
る
言
葉
を
「
宣
」
に
よ
っ
て
表
現
す
る
。

②
趙
平
山
が

為
父
的
喚
爾
等
各
立
庭
堂
・
嘱
尉
休
幾
句
話
細
聴
端
詳
・
各
自
要
心
常
・
存
一

片
忍
譲
・
処
都
里
要
和
睦
莫
致
参
商
・
・

罵
一
声
劉
成
華
実
則
混
脹
・
屡
次
的
逞

存
忍
譲
・
慣
起
弥
牛
皮
気
凶
過
虎
狼
・
・

6
．
第
六
訓
「
勧
盗
帰
正
」

　
『
宣
講
集
要
』
巻
十
一
「
勧
盗
賊
」

を
説
明
す
る
叙
述
は
な
い
。

●

　
●
　
●
　
●
　
●

　
性
欺
圧
都
郷
。
皆
ロ
バ
因
好
都
舎
能

O
　
●
　
●
　
9
　
●

を
改
編
し
た
案
証
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
主
旨

7
．
「
双
善
橋
記
」

　
『
宣
講
集
要
』
巻
十
一
「
双
善
橋
」
を
改
編
し
た
案
証
で
あ
る
。
朱
埼
が
貧
困
を

抜
け
出
せ
な
い
自
分
の
運
命
の
つ
た
な
さ
を
嘆
く
言
葉
を
「
宣
」
で
表
現
す
る
。

坐

路
傍
不

由
我
悲
声
大
放
・
思
想
起
命
運
悲
心
内
惨
傷
・
自
生
来
並
未
曽
胡
為

浪
蕩
。
又
未
曽
壊
心
術
欺
騙
・
鄭
郷
。
想
是
我
在
前
生
作
悪
万
状
。
罰
今
世
遭
困

苦
身
受
棲
涼
・
…
…

な
お
『
宣
講
拾
遺
』
は
『
宣
講
集
要
』
の
ほ
か
、
清
末
の
『
宣
講
摘
要
』
『
宣
講
彙
編
』
『
宣

講
福
報
』
な
ど
の
宣
講
書
と
も
共
通
す
る
案
証
を
収
録
す
る
。
今
、

す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ

れ

ら
を
比
較

8
．
第
三
訓
「
縦
虐
前
子
（
附
五
元
突
墳
）
」

　
『
宣
講
摘
要
』
巻
一
「
五
子
実
墳
」
に
は
冒
頭
に
主
旨
の
説
明
は
な
い
が
、
こ
の

案
証
の
冒
頭
に
は
、
夫
が
再
婚
す
る
場
合
に
は
後
妻
を
教
育
し
な
け
れ
ば
前
妻
の
子

が
苦
渋
を
嘗
め
る
と
い
う
主
旨
を
述
べ
る
。

諺
’
云
・
「
教
子
嬰
核
・
教
妻
初
来
・
」
蓋
妻
賢
由
教
而
成
・
不
賢
由
不
教
而

壊
・
…
…
中
年
喪
妻
・
再
嬰
妻
子
室
者
・
初
来
不
緊
査
厳
戒
・
則
前
室
子
女
之

苦
・
有
不
堪
言
者
臭
・
…
…

9
．
第
四
訓
〔
教
訓
子
孫
〕
「
燕
山
五
桂
」

　
冒
頭
に
聡
明
な
子
を
授
か
る
に
は
慈
善
に
努
め
る
し
か
な
い
と
説
く
。

毎
嘆
世
之
愚
夫
・
多
有
刻
薄
樫
吝
・
機
謀
為
懐
・
従
不
以
方
便
存
心
・
而
妄
求

聡

俊
子
嗣
・

　
な
お
『
宣
講
福
報
』
巻
一
「
五
桂
聯
芳
」
で
は
、
こ
の
案
証
の
主
人
公
で
あ
る
實

燕
山
が
善
行
に
努
め
て
聡
明
な
五
子
を
授
か
る
と
い
う
別
の
解
説
を
行
う
。

昔
『
文
昌
帝
君
陰
購
文
』
日
・
「
寄
氏
済
人
・
高
折
五
枝
之
桂
・
」

経
』
説
得
有
・
「
寄
燕
山
・
有
義
方
・
教
五
子
・
名
倶
揚
・
」

1
0
．
第
六
訓
〔
勿
作
非
為
〕
「
償
討
分
明
」

『
三
字
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『
宣
講
摘
要
』
巻
三
「
収
債
還
債
」
に
は
冒
頭
に
主
旨
の
説
明
は
な
い
が
、
こ
の

案
証
の
冒
頭
に
は
、
不
法
に
得
た
財
は
い
つ
か
必
ず
返
還
す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ

る
。

従
来
欠
債
要
還
銭
・
冥
府
於
斯
倍
灼
然
・
若
是
得
来
非
分
内
・
終
須
有
日
復
還

原
。

　

1
1
．
そ
の
他
、
本
書
は
河
南
で
編
纂
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
下
の
よ
う
に

中
国
西
南
地
区
で
使
用
さ
れ
る
西
南
官
話
を
使
用
し
た
案
証
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

も
別
の
宣
講
書
か
ら
引
用
し
た
案
証
と
思
わ
れ
る
。

淡
泊
（
貧
困
）
B
（
第
一
訓
〔
孝
順
父
母
〕
「
逆
倫
急
報
」
）

出
姓
（
再
婚
）
b
（
第
二
訓
〔
尊
敬
長
上
〕
「
賢
孫
孝
祖
」
）

標
賭
播
揺
（
飲
む
、
打
つ
、
買
う
）
2
0
（
同
前
「
勧
夫
孝
祖
」
）

脆
倒
（
「
倒
」
は
継
続
を
表
す
助
詞
）
2
1
（
同
前
「
感
親
孝
祖
」
）

磋
磨
【
（
虐
待
）
2
2
（
同
前
「
王
公
孝
友
」
）

活
路
（
労
働
）
2
3
（
第
三
訓
〔
和
睦
郷
里
〕
「
排
難
解
紛
」
）

盤
（
養
育
す
る
）
鍋
、
瞼
黒
（
怒
る
）
2
5
、
盆
（
煩
わ
す
）
％
（
同
前
「
縦
虐
前
子
」
）

角
華
（
口
論
）
四
（
第
四
訓
〔
教
訓
子
孫
〕
「
義
方
教
子
」
）

　
　
　
　
　
五

　
『
宣
講
拾
遺
』

れ
た
。

案
証
の
伝
播

の
思
想
や
案
証
は
以
下
の
よ
う
に
全
国
の
宣
講
書
に
取
り
入
れ
ら

1
．
『
閨
閣
録
』
一
巻
（
光
緒
十
年
重
刊
、
甘
粛
省
城
河
北
文
昌
宮
）
認
。
案
証
十
七

篇　
婦
女
の
た
め
の
宣
講
書
で
あ
り
、
『
宣
講
拾
遺
』
第
五
訓
「
勧
聴
宣
講
」
を
転
載
し
、

婦
女

に
宣
講
を
聴
く
よ
う
勧
め
て
い
る
。

　
皇
上
欽
訂
／
聖
諭
・
頒
行
天
下
・
是
個
甚
麿
意
思
。
是
恐
柏
我
椚
百
姓
・
分

不
倒
四
好
　
・
弁
不
倒
善
悪
・
続
把
這
聖
諭
頒
行
天
下
・
時
時
宣
講
以
作
榜

様
・
…
…
如
今
婦
女
都
不
愛
聴
聖
諭
・
不
但
自
己
罪
過
不
知
・
又
惇
了
王
章
・

2
．
『
宣
講
管
規
』
六
巻
（
宣
統
二
年
、
河
南
洛
陽
周
景
文
）
3
。
。
案
証
六
十
六
篇

　
『
宣
講
拾
遺
』
か
ら
案
証
を
転
載
し
な
い
が
、
『
宣
講
拾
遺
』
に
な
ら
っ
て
案
証
を

『聖
諭
六
訓
』
「
孝
順
父
母
」
「
尊
敬
長
上
」
「
和
睦
郷
里
」
「
教
訓
子
孫
」
「
各
安
生
理
」

「勿
作
非
為
」
に
配
し
て
い
る
。

　
洛
陽
悔
過
痴
人
（
周
景
文
）
の
序
文
に
は
、
人
々
が
『
宣
講
拾
遺
』
六
巻
を
朗
論

す
る
と
み
な
感
涙
を
流
し
て
聴
き
い
っ
た
た
め
、
歌
詞
が
人
を
感
動
さ
せ
、
俗
語
が

人
に

理
解

さ
れ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
『
聖
諭
六
訓
』
に
即
し
て
新
し
い
宣
講
書
を

編
纂
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

為
之
取
荘
蹟
仙
『
宣
講
拾
遺
』
朗
調
数
過
・
無
不
踊
躍
誰
呼
・
感
塊
零
涕
而
不

能

自
己
者
・
然
後
嘆
歌
詞
足
以
動
聴
・
倥
語
尽
人
能
解
也
・
如
是
夫
・
如
是

夫
・
有
恐
講
之
久
而
厭
故
者
・
請
予
彷
『
聖
諭
六
訓
』
遺
意
・
再
為
贅
之
・

　
ま
た
民
国
二
年
の
劉
熈
黎
の
蹟
に
は
、
政
府
刊
行
の
教
科
書
と
併
用
す
れ
ば
、
文

盲
の
人
々
に
対
す
る
啓
蒙
教
育
が
普
及
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
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得
吾
友

周
君
『
管
規
』
　
・
与
「
審
定
書
」
相
輔
而
行
・
則
教
育
之
所
飛
走
・
普

而

又
普
・
為
何
如
哉
・
惟
是
書
中
為
警
覚
愚
夫
愚
婦
痴
児
乳
子
計
・
故
多
設
因

果
・
往
往
虚
者
実
之
・
微
者
顕
之
・
以
求
易
於
針
愚
訂
頑
・

3
．
『
宣
講
大
成
』
上
下
二
函
十
六
冊
（
民
国
二
十
二
年
、
吉
林
省
扶
余
県
）
a
案
証

百
六
十
篇

　
『
宣
講
拾
遺
』
に
な
ら
っ
て
「
宣
講
聖
諭
規
則
」
を
掲
載
す
る
。
閻
登
五
の
序

文
詑
に
は
、
宣
講
と
い
う
通
俗
的
な
方
法
を
用
い
な
い
と
教
化
が
広
ま
ら
な
い
と
指

摘
す
る
。然

而
非
宣
講
則
化
世
之
功
・
若
有
難
竣
者
也
・
夫
宣
者
・
宣
其
字
義
・
講
者
講

其
奥
者
・
始
則
＝
一
人
創
之
・
継
則
千
百
人
鼓
之
・
初
則
＝
一
処
興
之
・
後
則

各
郷

各
鎮
各
城
各

省
並
行
之
・
人
不
分
賢
愚
可
否
・
職
不
分
士
農
工
商
・
既
欲

置
身
於
宣
講
・
即
能
正
己
而
化
人
・
樹
身
而
済
世
・

　
閻
序
の
後
の
胡
守
中
「
宣
講
大
成
原
委
記
」
詔
に
は
、
教
化
に
資
す
る
古
今
の
実

事
を
採
取
し
て
案
証
と
し
て
編
輯
し
た
と
言
う
が
、
実
際
に
は
『
宣
講
集
要
』
『
宣

講
拾
遺
』
『
宣
講
醒
世
編
』
な
ど
か
ら
案
証
を
転
載
し
、
新
た
に
「
孝
弟
忠
信
礼
義

廉
恥
」
八
則
に
分
類
し
て
い
る
。

易
於
化
転
人
心
・
移
風
易
俗
者
・
莫
案
証
若
也
・
其
書
多
係
清
儒
所
輯
・
採
取

古
今
実
事
有
関
風
化
足
資
勧
懲
者
・
編
為
案
証
・

　
本
書
の
案
証
は
先
行
す
る
案
証
集
に
改
編
の
手
を
加
え
ず
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
転
載
し

た
も
の
が
多
い
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
変
え
た
り
、
宣
詞
を
挿
入
し
た
り
し
て
新
案
証

に
改
編
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
『
宣
講
拾
遺
』
に
取
材
し
た
案
証
は
以
下
の
三
十
五
篇
の
多
数
に
上
る
。

〔孝
字
巻
一
〕
「
至
孝
成
仙
」
（
『
拾
遺
』
巻
一
）
・
「
堂
上
活
仏
」
（
『
拾
遺
』
巻
一
）
・
「
感

親
孝
祖
」
（
『
拾
遺
』
巻
二
）
・
「
思
親
感
神
」
（
『
拾
遺
』
巻
五
）
・
「
勧
夫
孝
祖
」
（
『
拾

遺
』
巻
二
）
・
「
賢
女
化
母
」
（
『
拾
遺
』
巻
二
）
・

〔孝
字
巻
二
〕
「
逆
倫
念
報
」
（
『
拾
遺
』
巻
一
）
・
「
賢
孫
孝
祖
」
（
『
拾
遺
』
巻
二
）
・
「
愛

女
嫌
柏
触
」
（
『
拾
遺
』
巻
一
）
・
「
還
陽
自
説
」
（
『
拾
遺
』
巻
一
）
。

〔弟
字
巻
三
〕
「
埋
金
全
兄
」

〔弟
字
巻
四
〕
「
天
工
巧
報
」

虐
異
報
」
糾
）
・

〔忠
字
巻
五
〕
「
排
難
解
紛
」

〔忠
字
巻
六
〕
「
双
受
詰
封
」

（
『拾
遺
』
巻
二
）
・
「
陰
謀
遭
謎
」
（
『
拾
遺
』
巻
六
）
・

（
『拾
遺
』
巻
四
）
・
「
割
愛
従
夫
」
（
『
拾
遺
』
巻
三
「
慈

（
『拾
遺
』
巻
三
）
。

（
『拾
遺
』
巻
四
）
。

〔
信
字
巻
八
〕
「
阻
善
毒
児
」
（
『
拾
遺
』
巻
四
）
・
「
双
善
橋
記
」
（
『
拾
遺
』
巻
六
）
・
「
因

果
定
録
」
（
『
拾
遺
』
巻
五
）
・
「
悪
婿
遭
謎
」
（
『
拾
遺
』
巻
二
）
・
「
天
眼
難
購
」
（
『
拾

遺
』
巻
三
）
・

〔礼
字
巻
一
〕
「
教
子
成
名
」
（
『
拾
謹
巻
四
）
・
「
燕
山
五
桂
」
（
『
拾
遺
』
巻
四
）
・
「
拒

淫
美
報
」
（
『
拾
註
巻
五
）
・

〔礼
字
巻
二
〕
「
異
・
万
教
子
」
（
『
拾
遺
』
巻
四
）
・
「
訓
女
良
詞
」
（
『
拾
遺
』
巻
四
）
。

〔義
字
巻
四
〕
「
仁
慈
格
天
」
（
『
拾
遺
』
巻
二
）
・
「
盛
徳
格
天
」
　
（
『
拾
遺
」
巻
三
）
。

〔廉
字
巻
五
〕
「
改
道
呈
祥
」
（
『
拾
遺
』
巻
六
）
・

〔廉
字
巻
六
〕
「
謀
財
　
報
」
（
『
拾
竺
巻
六
）
・
「
償
討
分
明
」
（
『
拾
遺
』
巻
六
）
・

〔
恥
字
巻
八
〕
「
悔
過
愈
疾
」
（
『
拾
謹
巻
六
）
・
「
勧
盗
帰
正
」
（
『
拾
遺
』
巻
六
）
・
「
惇

婦
伝
法
」
（
『
拾
遺
』
巻
五
）
・
「
縦
虐
前
子
」
（
『
拾
遺
』
巻
三
）
。
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こ
の
中
で
「
割
愛
従
夫
」
（
『
拾
遺
』
巻
三
「
慈
虐
異
報
」
）
は
、
原
作
で
は
継
母

の
賢
愚
を
問
題
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
案
証
で
は
、
題
名
を
変
え
て
自
分
の
生
ん
だ

子
を
犠
牲
に
す
る
賢
妻
を
主
題
と
し
、
冒
頭
に
世
間
に
は
愛
情
深
い
継
母
が
あ
れ
ば
、

孝
行
な
前
妻
の
子
も
い
る
と
案
証
の
概
要
を
提
示
し
て
い
る
。

（『
大

成
』
）
世
間
前
娘
後
母
之
子
・
最
難
処
置
。
後
母
未
必
不
慈
マ
前
娘
之
子

未
必
不
孝
・

（
『
拾
遺
』
）
其
或
為
人
　
室
待
前
房
子
女
・
更
宜
憐
恒
・
則
後
母
較
勝
於
前
母
・

善
報
固
自
不
爽
・
苛
或
居
心
残
毒
・
其
夫
又
不
検
約
・
則
孤
　
幼
女
之
苦
・
有

不
堪
言
者
臭
・

　
ま
た
時
代
・
人
物
を
変
え
て
、
元
朝
山
東
省
の
秦
潤
夫
の
後
妻
柴
氏
と
そ
の
子
有

貴
、
前
妻
姜
氏
と
そ
の
子
有
富
と
し
、
①
秦
潤
夫
が
後
妻
柴
氏
に
大
義
を
教
え
る
宣

詞
、
②
潤
夫
が
子
有
富
を
教
訓
す
る
宣
詞
を
加
え
て
、
家
長
た
る
者
が
そ
う
し
た
賢

明
な
妻
子
を
教
育
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
ス
ト
ー
リ
ー
も
単
純
化
し
て
原
作
の
愚
昧
な
継
母
の
話
は
割
愛
し
、
代
わ
り

に
、
流
民
秦
二
狗
が
仇
敵
の
買
伯
薫
を
殺
害
し
、
有
富
の
財
産
を
狙
う
訴
訟
屋
が
有

富
を
訴
え
て
有
貴
が
身
代
わ
り
に
な
る
が
、
二
狗
が
罪
を
自
供
し
て
柴
氏
と
二
子
が

表
彰
さ
れ
る
、
と
改
変
し
て
い
る
。

4
．
漢
川
善
書

　
『
湖
北
曲
芸
志
』
「
漢
川
善
書
曲
目
表
」
あ
に
対
照
さ
せ
れ
ば
、
「
代
友
完
婚
」
、
「
善

悪
異
報
」
の
二
篇
が
『
宣
講
拾
遺
』
に
取
材
し
て
い
る
。
ま
た
「
双
官
詰
」
訪
は
『
宣

講
拾
遺
』
巻
四
「
双
受
詰
封
」
を
改
編
し
た
案
証
で
あ
る
。

5
．
評
劇

　
清
末
民
初
に
成
兆
才
（
一
八
七
四
－
一
九
二
九
）
が
『
宣
講
拾
遺
』
の
中
の
案
証
「
安

安
送
米
」
（
「
愛
女
嫌
嬉
（
附
積
米
奉
親
）
」
）
、
「
盛
徳
格
天
」
、
「
陰
謀
遭
謎
」
、
「
勧
愛
宝
」
、

「感
親
孝
祖
」
、
「
李
桂
香
打
柴
」
（
「
慈
逆
異
報
」
）
訂
、
「
代
友
完
婚
」
、
「
悔
過
愈
疾
」
、
「
賢

女
化
母
」
、
「
異
方
教
子
」
、
「
桿
婦
伝
法
」
、
「
阻
善
毒
児
」
、
「
埋
金
全
兄
」
な
ど
を
評

劇
に
改
編
し
た
。
認

　
ち
な
み
に
「
勧
愛
宝
」
鈴
は
「
還
陽
自
説
」
を
改
編
し
た
作
品
で
あ
る
が
、
結
末

を
悪
女
の
悲
惨
な
最
期
か
ら
悔
悟
へ
と
改
め
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。
・
。
周
士
春
の
子

愛
宝
は
愚
鈍
で
、
妻
姜
氏
は
そ
の
妹
周
蘭
香
と
家
事
の
主
導
権
を
争
っ
て
議
言
し
、

蘭
香
は
総
死
し
、
士
春
夫
婦
は
追
い
出
さ
れ
て
凍
死
す
る
が
、
蘭
香
の
亡
霊
に
救
わ

れ
、
隣
家
の
張
氏
に
保
護
さ
れ
る
。
蘭
香
は
冥
界
で
姜
氏
を
訴
え
、
姜
氏
は
地
獄
を

巡
っ
て
蘇
生
し
、
悔
悟
し
て
士
春
夫
婦
を
家
に
迎
え
る
。

6
．
湖
北
大
鼓

　
湖
北
大
鼓
は
か
つ
て
『
宣
講
集
要
』
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
し
て
聖
諭
宣
講

を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
『
宣
講
拾
遺
』
の
名
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
唄
、
こ
の

書
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

7
．
皮
影
戯

　
遼
寧
凌
源
、
河
北
藻
州
、

本
と
し
た
作
品
が
見
ら
れ
、

甘
粛
朧
東
の
皮
影
戯
で
も
か
つ
て
『
宣
講
拾
遺
』

「宣
巻
」
と
も
喚
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
姐

を
底
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六
　
結
び

　
『
宣
講
拾
遺
』
は
『
宣
講
集
要
』
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
清
末
の
説
唱
形
式
の
宣
講

書
で

あ
り
、
全
国
的
に
普
及
し
各
地
で
多
く
の
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
宣
講
書

の
特
徴
は
『
宣
講
集
要
』
の
案
証
を
参
考
に
し
な
が
ら
新
し
い
案
証
を
収
録
し
、
案

証
の

冒
頭
に
主
旨
を
解
説
し
て
わ
か
り
や
す
く
し
、
人
物
の
「
宣
」
を
挿
入
し
て
読

者
の
感
情
移
入
を
誘
う
と
い
う
工
夫
を
施
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
宣
講
書
は
こ

れ
に

よ
っ
て
後
世
の
宣
講
書
や
民
間
芸
能
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
民
衆
教
化
に
貢
献
し

た
と
言
え
よ
う
。

－
封
面
「
光
緒
己
亥
仲
春
月
校
刊
／
宣
講
拾
遺
／
楽
善
印
送
・
不
取
板
資
」

2
封
面
「
聖
諭
六
訓
／
光
緒
八
年
西
安
省
城
重
刻
／
宣
講
拾
遺
／
楽
善
印
送
・
願
借
不
吝
　
此

　
板
暫
存
鐘
楼
南
順
城
巷
馬
雑
貨
舗
」

、
封
面
「
聖
諭
一
訓
／
光
緒
癸
未
重
鍋
／
宣
講
拾
遺
／
周
口
文
成
堂
」

、
封
面
「
聖
諭
六
訓
／
光
緒
甲
申
重
鍋
　
毫
州
楽
善
局
／
宣
講
拾
遺
」

，
封
面
「
聖
諭
六
訓
／
光
緒
壬
辰
新
鍋
／
宣
講
拾
遺
／
書
業
徳
梓
」

、
封
面
「
聖
諭
六
訓
／
光
緒
十
九
年
蘭
省
城
重
刻
／
宣
講
拾
遺
／
此
板
暫
存
鼓
楼
東
奎
元
堂
新

　
刊
」

．

、
封
面
「
光
緒
癸
巳
嘉
平
月
校
刊
／
宣
講
拾
遺
／
楽
善
印
送
・
不
取
板
資
」

8
封
面
「
光
緒
甲
午
孟
冬
月
重
鍋
／
選
刊
宣
講
拾
遺
／
有
楽
善
者
・
願
借
不
吝
　
板
存
同
善
堂
」

9
封
面
「
光
緒
二
十
四
年
孟
春
敬
鍋
／
宣
講
拾
遺
／
天
津
済
生
社
存
板
」
、
同
年
天
津
通
真
老

　
人

序
、
光
緒
八
年
威
邑
凛
生
李
映
斗
重
刻
序
。
早
稲
田
大
学
風
陵
文
庫
蔵
。

恥

表
紙
表
に
「
宣
講
規
則
」
「
礼
部
頒
行
」
ほ
か
巻
－
目
録
を
掲
載
す
る
。
表
紙
裏
「
甲
戌
年

　
正
月
重
印
／
宣
講
選
録
／
北
平
西
単
牌
楼
横
二
条
　
大
成
印
書
社
代
印
　
二
号
電
話
西
局
五

　
一
七
」
。
上
海
図
書
館
等
蔵
。

。

康
徳
三
年
（
一
九
三
七
年
）
、
安
東
市
（
満
州
国
）
宏
道
善
書
局
版
。

珍

陳
西
省
義
興
堂
石
印
。
版
心
「
宣
講
拾
遺
　
縦
虐
前
子
　
第
三
冊
第
七
段
」
。

B

科
挙
制
度
で
学
資
を
支
給
さ
れ
る
生
員
（
秀
才
）
。

M

「
目
」
の
誤
刻
か
。

婚

『無
声
戯
』
第
十
二
回
「
妻
妾
抱
琵
琶
梅
香
守
節
」
に
よ
る
。

め

常
徳
府
の
誤
。

π

『石
音
夫
醒
迷
功
過
格
』

廊

参
考
　
復
旦
大
学
・
京
都
外
国
語
大
学
共
編
『
漢
語
方
言
大
詞
典
』
（
一
九
九
九
年
、

　
書
局
）
、
五
七
七
一
頁
に
、
〈
平
淡
〉
、
〈
平
常
〉
と
解
す
る
。

B

参
考

・、

参
考

a

参
考

認

参
考

23

参
考

鍋

参
考

ゐ

参
考

％

参
考

”

参
考

認

光
緒
十
五
年
刊
本

　
続
編
』

　
鏑
」

29

「倒
」

　
西
南
地
区
で
創
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

・。

河
南
省
図
書
館
蔵
。
早
稲
田
大
学
風
陵
文
庫
に
翻
刻
本
を
蔵
す
る
。

中
華

”

同
書
、
一
二
六
五
頁
に
、
〈
改
嫁
〉
と
解
す
る
。

”

同
書
、
六
九
六
八
頁
に
、
〈
吃
喝
標
賭
〉
と
解
す
る
。

　

同
書
、
四
九
二
〇
頁
、
「
倒
」
⑳
に
、
「
時
態
く
着
V
、
〈
了
〉
を
表
す
」
と
解
す
る
。

　

同
書
、
六
七
八
五
頁
に
、
〈
折
磨
〉
と
解
す
る
。

日

同
書
、
四
三
九
七
頁
に
、
〈
農
活
〉
、
〈
手
工
労
働
〉
と
解
す
る
。

u
同
書
、
五
五
九
九
頁
、
「
盤
」
⑲
に
、
〈
辛
勤
撫
育
〉
、
〈
培
養
〉
と
解
す
る
。

u
同
書
、
六
一
二
九
頁
、
「
黒
瞼
」
に
、
〈
瞼
露
怒
容
〉
と
解
す
る
。

　

同
書
、
二
七
七
六
頁
に
、
〈
打
盆
〉
、
〈
干
擾
〉
と
解
す
る
。

　

同
書
、
二
八
一
八
頁
に
、
〈
口
角
〉
と
解
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
六
年
、
台
北
新
文
豊
出
版
公
司
『
明
清
民
間
宗
教
経
巻
文
献

　
第
十
一
冊
収
録
）
の
封
面
に
は
「
夢
覚
子
彙
集
／
閨
閣
録
／
光
緒
十
五
年
孟
冬
月
新

と
刻
す
。

は

西
南
官
話
。
普
通
話
「
着
」
に
相
当
。
注
2
1
参
照
。
こ
の
案
証
は
も
と
四
川
な
ど

民

国
二
十
四
年
、
謙
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書購は纈網縢一捌騰
　
記
商
務
印
刷
所
代
印
。
経
理
陳
希
黄
の
附
誌
に
、
「
此
書
原
板
存
洛
陽
。
協
和
万
民
国
二
十

　
四

年
九
月
承
李
毅
成
先
生
嘱
為
翻
印
。
係
其
封
翁
彌
留
之
際
所
遺
嘱
也
。
…
…
」
と
言
う
。

訓

ハ
ル

ビ
ン
市
図
書
館
蔵
。
石
印
。

詑

「
癸
酉
年
中
秋
月
中
旬
閻
登
五
撰
」
と
記
す
。

認

「時
癸
酉
之
夏
晩
学
胡
守
中
謹
題
」
と
記
す
。

鍛

原
典

『拾

遺
』
巻
三
「
慈
虐
異
報
」
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
や
や
異
な
り
、
兄
秦
克
礼
が
李

　
丁
混
に
侮
辱
さ
れ
て
殺
し
た
た
め
、
母
柴
氏
が
弟
克
譲
に
身
代
わ
り
を
命
じ
る
。

35

『湖
北
曲
芸
志
』
湖
北
巻
（
二
〇
〇
〇
年
、
中
国
易
切
乞
中
心
出
版
）
、
一
六
九
－
二
三
七
頁
。

％

漢
川
市
文
化
館
所
蔵
。

訂

『評
劇
彙
編
』
第
六
集
（
一
九
八
二
年
、
沈
陽
市
文
化
局
劇
目
室
）
収
録
。

認

王
乃
和
『
成
兆
才
与
評
劇
』
（
一
九
八
四
年
、
文
化
芸
術
出
版
社
）
「
評
劇
的
劇
目
及
有
関
情
況
」

　
甲
、
評
劇
劇
本
創
作
的
題
材
来
源
」
参
考
。

39

別
名
「
還
陽
自
説
」
「
周
蘭
香
上
吊
」
「
仁
慈
増
寿
」
。
『
評
戯
大
観
』
（
一
九
二
九
、
誠
文
信

　
書
局
）
、
『
評
劇
大
観
』
（
一
九
三
二
、
文
成
堂
書
店
）
収
録
。

・。

『中
国
評
劇
音
配
像
』
「
勧
愛
宝
」
（
一
九
五
六
年
録
音
配
像
、
天
津
市
文
化
芸
術
音
像
出
版
社
）

射

何
遠
志

『湖
北
大
鼓
』
（
一
九
八
二
年
、
長
江
文
芸
出
版
社
）
に
、
「
鼓
書
的
『
善
書
』
部
分
、

　
大
致
有
如
下
一
些
書
目
。
『
宣
講
大
全
』
『
宣
講
集
要
』
…
…
。
」
（
十
一
頁
）

紹

顧
頷
剛
「
中
国
影
戯
略
史
及
其
現
状
」
（
一
九
八
三
年
八
月
、
『
文
史
』
十
九
）
参
照
。
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